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会 報
数量的・図形的感覚を刺激しよう
平素は，奈良県算数数学教育研究会の諸事業に，格
別のご理解とご高配を賜り，心より御礼申し上げます。
去る６月24日，奈良県立教育研究所において第１学期
研究発表会を開催いたしましたところ，県内各地より
多くの先生方にご参加いただき，誠にありがとうござ
いました。
さて，新しい学習指導要領が告示され，趣旨の徹底

等，実施に向けての準備が始まっています。とりわけ
算数科・数学科については，平成21年度より先行実施
されることになり，指導計画の作成等移行に向けた作
業が急務となっています。
戦後の教育制度のもと，学習指導要領の改訂は，概
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戦後の教育制度のもと，学習指導要領の改訂は，概奈良県算数数学教育研究会
ね10年に一度行われ，その都度，時代の変化や社会の 会長大西正親
要請を受けた新しい教育内容が示されてきました。算数科・数学科においては，「科学技術への対
応」「基礎基本の徹底」「問題解決力」「学力低下と算数・数学嫌い」，最近では「活用する力」
等々，基幹教科の宿命とも言える様々な課題が提起され，話題が投げかけられてきました。しかし，
いつの時代にあっても，私達が目指しているものは，単に「わかった」「できた」だけでなく，追
求する過程を大切にしながら，子どもたちに「創り出す」楽しさ，「わかる」喜び，「できる」嬉
しさを感得させるとともに，算数・数学のよさや美しさを味わわせ，それらを通して豊かな人間性
を育てることにあります。それは，算数・数学を愉しみ，算数・数学を好きになる子どもを育てる
ことに他なりません。このことは，次の教育課程の展開においても同じであると考えます。
この冬の私の学校の駆け足会でのことです。駆け足のコースは，運動場のトラックコースの外側
に学年に応じて4つの周回コースを設定しました。一番内側のコースは1年生，その外側は２年生，
続いて３．４年生，５．６年生のコースとなっています。ある日，２年生と３．４年生のコースを分ける
白いラインに沿って走っていた私は，「このラインの上を走る子どもは何年生かな？」と，周りの
子どもたちにちょっと意地悪な質問をしてみました。すると，３年生の一人が「2.5年生（ニテンゴ
ネンセイ）」と答えました。予想もしない返事に驚きました。この児童は，おそらく小数を数とし
て体系的にとらえているわけではないでしょう。たぶん，このラインは「2」でない，「3」とも言
えない，どちらでもない「2」と「3」の問だから「2.5」と表現したのでしょう。少なくとも，整数
の問には「小数」があることを感じているこの児童の小数を含めた数に対する「感覚」が，この返
事につながったと言ってよいのでしょう。
何でもない一瞬の出来事でしたが，私は，子どもたちがもつ数的や量的，図的感覚を再認識させ
られ，それらを豊かにし，鋭くすることの大切さを改めて教えられたような気がしました。
感覚が鋭く，豊かであることは「思考力」「判断力」「表現力」を柔軟にさせ，何事にも挑戦し
ようとする意欲を高めることにつながると考えます。そのためにも，私達は，教室だけの算数・数
学指導にとどまらず毎日の様々な生活場面において，物事を数的・量的・図的にとらえたり，比べ
たり，処理したり，表現したりする活動を膨らませ，子どもたちの「数量的・図形的感覚」を一層
揺さぶり，刺激し，磨いていく必要があるのではないでしょうか。
終わりに，奈良県教育委員会，各市町村教育委員会並びに関係機関のこの一年間のご指導ご支援
をお願い申し上げ，挨拶といたします。








